
チャレンジ（挑戦）を 続ける 学校 

        下野市立祇󠄀園小学校 令和８年度 学校だより 第６号    
 

                           目指す子どもの姿 

○健康で明るい子 

○進んで学ぶ子 

○心の豊かな子 

○地域とつながる子 

          令和８年１０月吉日発行  発行者 校長 髙山 靖子 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領では、各教科だけでなく「特別活動」も教育課程を構成する一つと 

して位置付けられています。特別活動は、子どもたちが友達と協力しながら、よりよい学級や 

学校生活をつくっていく中で、子どもたちの主体性と社会性を育む重要な教育活動です。 

学校から子どもたちの学習状況や成長の様子をお知らせする通知表にも、「特別活動の記 

録」の欄がありますが、「学級活動・児童会活動・クラブ活動(４年生以上で実施)・学校行事」 

の４つの内容で構成されています。これらの活動を通して、子どもたちは自分の考えを伝える 

こと、友達の意見を聞くこと、互いの違いを認め合うこと、そしてみんなで力を合わせて一つの目標に向かうこと

など、自分自身や他者、集団や社会との関わりを学んでいきます。特別活動は「なすことによって学ぶ」と言われ

ます。これは、知識として教えられるだけでなく、子ども自身が体験を通して気付きながら成長するということで

す。実際に活動し、成功や失敗、葛藤や試行錯誤を経験することで実践的な力を身に付けます。今月末に実施

の学校行事である運動会も、子どもたちが話し合い、どんな運動会にしたいか、スローガンを決め、学年ごとに

演技の練習を頑張っています。さらに５．６年生は、運動会運営に携わるべく、係活動の打合せや準備を進めて

います。運動会はショーではなく、子どもたちの学びの場です。だからこそ、私たち教職員は、行事へ向かう過程

で子どもたちが何を考え、何を経験し、何を学んでいるのかを常に意識しながら、子どもたちに任せるべきところ

は任せ、試行錯誤する機会を保障し、実践と振り返りを通して子どもたちの学びを深めていきます。保護者や地

域の皆様も、以下に示す目指す子どもたちの姿が見られたら、温かなお声かけをいただければありがたいです。 

 

 

 

「なすことによって学ぶ」特別活動で目指す３つの子どもたちの姿 

◆  特別活動は「なすことによって学ぶ」  ◆ 運動会シンボルマーク 

自己実現 社会参画 人間関係形成

性 

しもつけクリーンｄａｙに 
ご協力いただけるとありがたいです 
南河内第二中学校区の小中学生（祇園小・緑小・二中） 

が、合同で学区内の遊歩道や公園の落ち葉拾いを行いま

す。短い時間ですが、もしお時間がありましたら、保護者や

地域の皆様もぜひ子どもたちと一緒に活動していただける

と嬉しいです。 

☆日時 １１月１８日（水）午前１１時頃から約４０分程度 



実際に見て聞いて体験して感じたことを学びにつなげました  

 

感染症予防の授業（TRICK） 10/8 

第６学年 修学旅行 ９/30～10/1 第４学年 人権教育 ９/２５ 

給食試食会   ９/３０ ・ 10/8 

第２学年 町たんけん 10/16 

14  

防災学習（防災 VR 体験・防災グッズづくりワークショップ・防災エンスショー） 10/13  

 

～目指す子どもの姿に近づけるための具体的な教育活動を４つの柱と関連付けてご紹介していきます。～ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

栃木地域感染制御ｺﾝｿｰﾃｨｱﾑ（TRICK）に所属する、感

染対策に精通した医療従事者による講話や手洗いの実

技演習を行いました。蛍光塗料を手指に塗布しての手洗

い後、ライトに光る洗い残りを見て、子どもたちは驚きとと

もに洗い方の見直しの必要性を実感していました。感染

症予防に関す 

る意識を高め 

る機会となり 

ました。 

豊かな心を育む 

確かな学びを育む 

 「総合的な学習の時間」の授業で、地域の安全につい

て課題意識をもち、安全に生活するためにどうしたらよ

いか考えました。６月に実地調査に出て取材したことを

もとに、栃木県くらし安全安心課の方にご助言いただき

ながら、安全マップづくりを行いました。安全という視点

から地域 

を見直す 

ことがで 

きました 

栃木県「VR 防災体験車」を招致しました。VR ゴーグルを装着 

することで 360°の立体映像と災害の実相に連動する振動を体感 

でき、まるで実際の災害現場にいるかのような体験ができました。 

さらに、サイエンスインストラクター兼防災士の阿部氏をお招きし、 

地震のメカニズムや災害を予防するための知識を楽しく学べるサイエンスショーを全児童が地域の方々と一緒に

見ました。この防災学習は、子どもたちが地域の皆様と共に学ぶ機会として PTA の尽力で実現し、事前に各自治

会の回覧でお知らせしていたものです。ご参加くださった地域の皆様、ありがとうございました。 

地域の皆様へも参加を呼びかけ、 

自分の大切さとともに他の人 

の大切さを認める人権尊重の理 

念に基づき、いじめ問題にも関わ 

る人権教育の授業を行いました。 

自分も相手も大切にした友達と 

の関わり方について考え話し合 

いました。具体的な言葉の使い方 

や、伝え方についても考えました。 

  

健やかな体を育む 

第５学年 地域安全教室 9/29 

14  

地域とつながる力を育む 地域の良さを知り、地域での安全な生活について学びました  

自らの健康を守るための保健指導と、食育の充実を図りました 

お互いを大切にする友だちとのかかわり方を学び実践しています  

保護者対象に給食試食会を実施しました。学校

給食の内容やねらい、日頃の給食指導等について

理解を深めていただくためです。事後のアンケートで

は,給食のおいしさ、栄養バランス、安全・衛生管理、

食育の取組への肯定的な意見が多く寄せられました。 

小学校での学校行事の中で、子どもたちにとって楽し

い思い出の第１位となるのが修学旅行です。学びの集

大成でもある修学旅行、集団での活動では時間やルー

ルを守ること、友達と話し合い、協力し合って納得解を

見つけながら行動 

することなどを見事 

に実践できた２日間 

でした。 

た。 

 生活科の授業で、自分たちの住む町の様々な場所を

探検し、施設や場所、人々の様子を調べました。交番や

郵便局、たくさんのお店のご協力をいただき、見学をさ

せていただきました。自分たちの生活は様々な人や施

設とかかわっていることに気付くことができました。 


